
 

危険物保安技術協会 

 

消防職員の実務研修生に関する受入れについて 

 

 

○実務研修生制度の概要について 

 危険物保安技術協会では、消防本部職員を実務研修生（以下「研修生」という。）

として派遣を希望される自治体（以下「派遣自治体」という。）からの受け入れを実施

しています。 

 

業務内容としては、消防法に基づき、市町村長から委託を受けて屋外タンク貯蔵

所に係る設計・保安審査等を行うとともに、危険物の保安の確保、向上に資する各

種の調査研究を実施しています。 

その他、危険物関連設備の性能評価、危険物運搬容器等の試験確認の業務、危

険物施設等の保安に関する診断等幅広く行っています。 

 

また、危険物の保安に関して、専門知識、高度な技術力を持つプロパー職員の他、

総務省・消防庁出身職員、消防局から派遣された職員が在席しているので、多くの

人脈を築くことができるとともに、危険物の保安に必要な専門知識や高度な技術を

習得することができます。 

 

 

○勤務条件等  

※別途協定書を締結しますが、概要は下記のとおりです。 

 

・身分取扱 研修生は、派遣自治体の身分を継続して有する。 

 

・研修期間 原則として、２年間とする。 

 

・勤務場所 当協会の事務所（東京都港区虎ノ門四丁目３番１３号ヒューリック神谷 

町ビル１階）へ通勤する。 

 

・給与関係 給料、手当等は派遣自治体の負担とするが、時間外勤務手当、特殊勤 

務手当及び休日勤務手当は当協会が負担する。 

 

・共済組合 研修生に係る共済組合負担金は、派遣自治体が負担する。 

 



 

 

・旅   費 業務に係る旅費は、当協会が支給する。 

 

・公務災害補償 研修生の業務災害及び通勤災害については、派遣自治体の関係 

規程により、手続きを行う。 

 

 

○服務等 

 ・研修生の服務、勤務時間その他勤務条件等については、協会の関係規程を適用

する。この場合において、研修生の年次有給休暇等の日数については、派遣自治

体の関係規程を適用する。 

 

・研修生の出勤等（出張、休暇、時間外勤務及び休日勤務等）の把握は、派遣自

治体の職員の例による。 

 

・研修生は、実務研修において知り得た秘密については、研修期間中はもとより、

研修終了後においても守秘義務を負う。 

 

 

○福利厚生等 

・研修生の福利厚生、健康管理等については、派遣自治体の負担により、措置する。 

 

・研修生の定期健康診断については、派遣自治体の負担により、受診させるものと 

する。 

 

○その他 

・研修生の派遣に関し疑義が生じた場合は、双方協議して解決する。 
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